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第１図　調査地位置図（1/5,000）
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平成 23年度

5月 16日	 重機による表土除去開始

5月 19日	 作業員による遺構検出開始

6月   2 日	 遺構掘り下げ開始

7月 30日	 岡山理科大学・江面教授現地指導

	 熊本大学・伊東教授、

	 大分県文化課・小林参事来訪

8月 18日	 調査区西側の拡張部分、

	 表土剥ぎ、遺構検出開始

8月 24日	 別府大学・豊田学長来訪

8月 30日	 大分県文化課・後藤副主幹来訪

9月   5 日	 遺構実測開始

9月   6 日	 熊本大学・伊東教授、九州大学・岸教授

	 大分県文化課後藤副主幹来訪

9月 18日	 別府大学・後藤名誉教授、豊田学長来訪

9月 19日	 岡山理科大学・江面教授来訪

9月 22日	 空中写真撮影実施

9月 23日	 現地説明会開催（122 名）

9月 28日	 大分県文化課・後藤副主幹来訪

9月 30日	 器材整理・撤収し、作業終了

10月 6～ 13日　真砂土による埋め戻し、調査完了

平成 24年度

10月 31日　重機による表土除去開始

11月   2 日　遺構掘り下げ開始

11月 22日　遺構実測開始

12月   3 日　空中写真撮影実施

 12 月  7 日　大分県文化課・後藤副主幹現地指導

 12 月  9 日　現地説明会開催（23名）

12月 12日　別府大学・後藤名誉教授現地指導

12月 17日　岡山理科大学・江面教授現地指導

12月 23日　別府大学・豊田学長現地指導

  1 月 23 日　器材撤収

  1 月 28 日　クラック発見、保存箇所の検討

  2 月   8 日　一部、玉石除去、器材撤収

写真 3　現地指導風景②

写真 4　現地指導風景③
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写真 6　作業風景 写真 7　保存展示された玉石列写真 5　2次調査現地説明会
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口径 胴部径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

第6図1 A 1号建物 磁器 碗 肥前系 (11.1) － － (4.8) 施釉 施釉 精製土 良 灰褐色 灰褐色

第6図2 A 1号建物 磁器 碗 肥前 18C後半～19C前半 (10.0) － (3.8) 5.0 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 くらわんか手

第6図3 A 1号建物 磁器 碗 肥前 19C前半 8.4 － (3.4) 4.6 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 小碗

第6図4 A 1号建物 磁器 皿 肥前系 12.6 － 7.0 3.5 施釉 施釉 精製土 良 淡黄色 淡黄色 高台露胎

第6図5 A 1号建物 磁器 皿 有田 19ｃ － － 6.0 (2.2) 施釉 施釉 精製土 良 灰白色 灰白色
「三丁目　中村」墨書き
高台より内側露胎

第6図6 A 1号建物 陶器 碗 熊本 小岱か 不明 － － 5.4 (6.7) 施釉 施釉 Ｂ － 黒褐色 黒褐色

第6図7 A 1号建物 陶器 皿 九州 不明 － － 4.6 (2.1) 施釉 施釉 Ｅ － 黒褐色 z

第6図8 A 1号建物 陶器 壺 九州 小鹿田か 18C後半～19C前半 24.6 － 11.6 32.7 施釉 口縁部のみ施釉 精製土 －
暗赤褐色
灰白色

暗赤褐色 外面底部に付着物あり

第6図9 A 1号建物 須恵器 坏身 (10.5) － － (3.2) 回転ナデ 回転ナデ Ｂ 良 灰色 灰色

第11図1 A 3号建物 磁器 碗 肥前系 (8.9) － (4.9) － 施釉 施釉 精製土 良 灰白色 灰白色

第11図2 A 4号建物 磁器 碗蓋 肥前 1810～1860年代 (10.5) － － 3.2 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色
端反蓋
ペンシルドローウィング技法

第11図3 A 4号建物 陶器 甕 九州 不明 56.2 － 23.6 46.3 施釉 施釉 精製土 － 暗赤褐色 暗赤褐色

第15図1 A 1号土坑 磁器 碗 肥前 1810～1860年代 9.5 － 3.6 5.4 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 端反碗

第15図2 A 1号土坑 磁器 碗 肥前 1810～1860年代 (10.4) － (4.0) 5.7 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色
端反碗、焼継あり
見込み銘か

第15図3 A 1号土坑 磁器 碗 長崎 亀山 19C前半 10.2 － 3.8 5.8 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 銘「亀山製」

第15図4 A 1号土坑 磁器 皿 肥前 18C後半～19C前半 10.6 － 5.3 2.8 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 輪花

第15図5 A 1号土坑 磁器 皿 肥前 1820～1860年代 24.0 － 14.6 4.3 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色
輪花　銘「乾」
ハリ支え
焼継あり

第15図6 A 1号土坑 磁器 皿 肥前 17C末～18C前半 － － － (2.8) 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第15図7 A 1号土坑 磁器 皿 肥前 18C後半～19C前半 (20.0) － (14.2) 4.0 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 内底「富貴長春」

第16図1 A 1号土坑 磁器 鉢 肥前 19C前半～中頃 (20.6) － 8.2 8.4 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 内底「太明年製」

第16図2 A 1号土坑 磁器
鉢？

猪口？
肥前 18C後半～19C前半 6.7 － 3.9 5.0 施釉 施釉 精製土 － 瑠璃色 瑠璃色

瑠璃釉
金彩

第16図3 A 1号土坑 磁器 小杯 (7.0) － (2.7) 4.3 施釉 施釉 精製土 良 灰白色 灰白色 高台露胎

第16図4 A 1号土坑 磁器 レンゲ 肥前？ 18C後半～19C
長径
(6.9)

短径
4.8

－ （2.1） 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第16図5 A 1号土坑 磁器 胴部片 － － － (1.9) 施釉 施釉 精製土 良 灰白色 灰白色

第16図6 A 1号土坑 陶器 皿 瀬戸美濃 18C後半～19C前半 9.5 － 6.4 2.1 施釉 施釉 ＥＦ － 黄白色 黄白色 見込み3ヶ所目跡あり

第16図7 A 1号土坑 陶器 皿 福岡 小石原系 18C後半～19C前半 12.8 － 4.4 4.4 施釉 施釉 Ｅ － 黒褐色 黒褐色 見込み蛇ノ目釉剥ぎ

第16図8 A 1号土坑 陶器 鉢 不明 18C後半～19C前半 40.8 － 23.0 24.4 施釉 施釉 精製土 － 浅黄色
灰白色

明青灰色
暗赤褐色

第16図9 A 1号土坑 陶器 鉢 不明 18C後半～19C前半 (47.0) － (14.8) 17.1 施釉 施釉 精製土 － 暗赤褐色 暗赤褐色

第16図10 A 1号土坑 陶器 瓶 九州 18C後半～19C前半 3.0 － 8.0 11.9 施釉 施釉 精製土 － 褐色 褐色 墨書「●●や」

第16図11 A 1号土坑 陶器 擂鉢 福岡か 18C～19C 32.8 － 12.2 12.6
回転ナデ後薄く

施釉・
糸切り

回転ナデ後薄く
施釉・
擂目

Ｅ － 灰黄褐色 灰褐色

灰褐色
第17図1 A 1号土坑 華南三彩 盤 中国南部 1590～1610年代 (29.4) － 17.0 5.1 施釉 施釉 Ｅ － 緑色

緑色 黄色
口縁稜花

胎　土 焼成

色　調

備　考種別 器種

法　　量 調　整

産地 窯 年代区名 遺構名
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口径 胴部径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

胎　土 焼成

色　調

備　考種別 器種

法　　量 調　整

産地 窯 年代区名 遺構名

第18図1 A 1・2号土坑 磁器 碗 肥前 1810～1860年代 (4.0) － (5.4) － 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色
色絵　墨弾き　端反碗
No.47とセット

第18図2 A 1・2号土坑 磁器 皿 肥前 18C 21.0 － 15.6 3.8 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色
ハリ支え、金欄手
内底「富貴長春」

第18図3 A 1・2号土坑 磁器 鉢 肥前 17C後半～18C前半 (14.3) － 6.8 5.0 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 口縁輪繋ぎ（透かし）

第18図4 A 1・2号土坑 陶器 鉢 九州 18C後半～19C前半 (26.8) － (21.0) (26.2) 施釉 施釉 精製土 －
灰白色
～褐色

灰白色
～緑黄色

口縁方形か

第18図5 A 1・2号土坑 陶器 甕 九州 小鹿田か 18C後半～19C前半 (36.2) － 19.2 37.4 施釉 施釉 精製土 －
黒褐色
灰白色
褐色

褐色
～黒褐色

第20図1 A 2号土坑 磁器 碗 中国か 18C～19Cか (11.9) － 4.8 5.3 施釉 施釉 精製土 － 褐色 黄褐色 清朝磁器か

第20図2 A 2号土坑 磁器 皿 鍋島 18C 19.4 － 9.6 4.6 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 後期鍋島

第20図3 A 2号土坑 磁器 皿 鍋島 18C 19.2 - 9.6 4.6 施釉 施釉 精製土 － 白色

施釉 施釉 精製土 － 白色

白色 後期鍋島

第20図4 A 2号土坑 白磁 急須 肥前？ 19C (1.6) - 4.9 3.0 （ままごと道具）

第20図5 A 2号土坑 陶器 皿 福岡 小石原系 18C後半～19C前半 13.1 － 4.2 4.6 施釉 施釉 Ｅ － 黒褐色 黒褐色 見込み蛇ノ目釉剥ぎ

第20図6 A 2号土坑 陶器 鉢 九州 18C後半～19C前半 27.2 － 17.9 19.7 施釉 施釉 精製土 －
暗赤褐色～

灰白色・淡橙色
褐色～

灰白色・明黄褐色

第20図7 A 2号土坑 陶器 灯火具 不明 不明 3.6 － 2.5 3.4 施釉 施釉 精製土 － 暗赤褐色 暗赤褐色

第20図8 A 6号土坑 白磁 水滴 肥前 18C後半～19C
長さ
(4.7)

幅
(4.5)

- 2.1 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第21図1 A A区上層 磁器 碗 肥前 18C後半～19C前半 (10.1) － － (4.5) 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第21図2 A A区上層 磁器 碗 肥前 18C後半～19C前半 (9.8) － － (4.2) 施釉 施釉 精製土 － 灰白色 灰白色

第21図3 A A区上層 磁器 碗 肥前 18C後半～19C前半 (9.8) － － (3.6) 施釉 施釉 精製土 － 灰白色 灰白色

第21図4 A A区上層 磁器 碗 － － 4.4 (3.7) 施釉 施釉 精製土 良 灰白色 灰白色 高台露胎、砂目

第21図5 A A区上層 磁器 碗 肥前 18C後半 (10.6) － － (3.8) 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第21図6 A A区上層 磁器 碗 肥前 18C後半～19C前半 (9.9) － － (4.1) 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第21図7 A A区上層 磁器 碗 (10.0) － (3.4) 4.7 施釉 施釉 精製土 良 灰白色 灰白色 高台露胎

第21図8 A A区上層 磁器 碗 肥前 18C後半～19C前半 (12.3) － 5.6 7.1 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 焼継あり

第21図9 A A区上層 磁器 碗 (7.4) － 6.0 (3.4) 施釉 施釉 精製土 良 灰白色 灰白色 筒形碗

第21図10 A A区上層 磁器 碗 肥前 18C後半～19C前半 (7.5) － － (5.1) 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 筒形碗

第21図11 A A区上層 磁器 碗 肥前 18C後半～19C前半 － － 3.5 (1.9) 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 筒形碗

第21図12 A A区上層 磁器 碗蓋 肥前 18C後半 (10.2) － － 2.6 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第21図13 A A区上層 磁器 碗蓋 肥前 18C後半 － － － (2.2) 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第21図14 A A区上層 磁器 皿 肥前 18C後半～19C前半 (10.0) － (5.8) 2.4 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 口銹

第21図15 A A区上層 磁器 皿 (12.8) － (7.2) 3.2 施釉 施釉 精製土 良 灰白色 灰白色 高台露胎、砂目

第21図16 A A区上層 磁器 皿 － － (17.4) 1.4 施釉 施釉 精製土 良 灰黄白色 灰黄白色
高台露胎
高台内にハリ支え痕

第21図17 A A区上層 磁器 皿 瀬戸美濃 近代（大正期） (11.9) － 5.5 2.6 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第22図1 A A区上層 磁器 猪口 肥前 1780～1820年代 － － 5.9 (2.0) 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色
蛇の目凹形高台
そば猪口

第22図2 A A区上層 磁器 猪口 不明 近代 5.5 － 2.5 3.1 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第22図3 A A区上層 磁器 猪口 京焼系 19C 5.0 － 1.9 3.0 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色
煎茶道具
内底刻印「金山」

第22図4 A A区上層 磁器 段重 19C後半 10.8 － 9.9 2.9 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 型紙摺り

第22図5 A A区上層 磁器 合子蓋 肥前 19C中頃 (5.6) － － 0.8 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第22図6 A A区上層 磁器 皿 肥前 18C後半～19C (8.3) － (2.7) 3.6 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色
紅皿
内面鉄漿付着か

第22図7 A A区上層 白磁 皿 肥前 18C後半～19C 4.9 － 1.5 1.5 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 菊花紅皿

第22図8 A A区上層 白磁 皿 肥前 18C後半～19C 4.4 － 2.4 1.4 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 菊花紅皿

第22図9 A A区上層 陶器 碗 京都系 18C後半～19C前半 (8.5) － (3.4) 6.2 施釉 施釉 精製土 － 浅黄色 浅黄色

第22図10 A A区上層 陶器 碗 福岡 小石原系か 18C後半～19C前半 (9.0) － (3.8) 4.0 施釉 施釉 Ｆ －
灰オリーブ色

～白色
灰オリーブ色

～白色

第22図11 A A区上層 陶器 皿 福岡 小石原系 18C後半～19C前半 (9.4) － 3.6 3.0 施釉 施釉 精製土 －
暗褐色

一部灰黄色
暗褐色

一部灰黄色

第22図12 A A区上層 陶器 皿 福岡 小石原系か 18C後半～19C － － 6.2 (2.4) 施釉 施釉 精製土 － 暗赤褐色 暗赤褐色
内面蛇ノ目釉剥ぎ
重ね焼き跡あり

第22図13 A A区上層 陶器 小壺 不明 不明 (10.8) － － (7.5) 施釉 施釉 Ｅ － 明緑白色
明緑白色
～白色

緑釉
No.5と同一個体か

第22図14 A A区上層 陶器 小壺 不明 不明 － － 6.7 (2.8) 施釉 施釉 Ｅ － 明緑白色 白色
緑釉
No.2と同一個体か

第22図15 A A区上層 陶器 秉燭
福岡？
関西？

小石原系か
18C後半～19C (5.2) － 4.6 5.0 施釉 施釉 精製土 － 暗褐色 暗褐色

第22図16 A A区上層 ガラス 壺 不明 近代 － － 4.9 (3.5) - - - - - - インク壺

第23図1 A A区中層 磁器 碗 肥前 19C中頃～後半 (16.0) － (6.4) 6.9 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 焼継あり
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第23図2 A A区中層 磁器 碗蓋 肥前 1820～1860年代 (9.4) － － 2.7 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 端反蓋

第23図3 A A区中層 陶器 瓶 九州
小石原系

or
小鹿田系

18C後半～19C前半 3.0 － 9.6 27.5 施釉 施釉 精製土 －
灰白色

一部青緑色
灰白色

一部青緑色
銅緑釉

第24図1 A A区下層 磁器 碗 肥前 (10.6) － － (4.8) 施釉 施釉 精製土 良 灰白色 灰白色

第24図2 A A区下層 磁器 碗 肥前 (10.2) － － (4.1) 施釉 施釉 精製土 良 淡青白色 淡青白色
二次被熱
くらわんか碗

第24図3 A A区下層 磁器 碗 肥前 18C後半～19C前半 (8.5) － (4.0) 6.6 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色
湯呑み碗
金彩

第24図4 A A区下層 磁器 碗蓋 肥前 1810～1860年代 (9.5) － － 3.0 施釉 施釉 精製土 － － －
色絵　墨弾き　端反蓋
銘「肥」
№48とセット

第24図5 A A区下層 磁器 皿 肥前 － － (8.4) (2.1) 施釉 施釉 精製土 良 灰色 灰色

内面、一部露胎
見込み蛇の目釉剥ぎ
コンニャク印判の五弁花文
第24図6と同一個体？

第24図6 A A区下層 磁器 皿 肥前 － － (8.4) (1.8) 施釉 施釉 精製土 良 灰色 灰色
見込み蛇の目釉剥ぎ
第24図5と同一個体？

第24図7 A A区下層 磁器 皿 肥前 (12.8) － － (1.8) 施釉 施釉 精製土 良 淡青白色 淡青白色 二次被熱

第24図8 A A区下層 磁器 皿 肥前 18C後半～19C前半 8.6 － 2.6 3.4 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 紅皿

第24図9 A A区下層 磁器
鉢
or

猪口

肥前 18C後半～19C前半 6.7 － 3.7 5.1 施釉 施釉 精製土 － 瑠璃色 瑠璃色
瑠璃釉
金彩

第24図10 A A区下層 陶器 壺 九州 18C後半～19C前半 (8.8) － － (14.8) 施釉 施釉 精製土 － 暗赤褐色 灰褐色

第24図11 A A区下層 陶器 徳利 肥前 18C後半～19C前半 2.6 － 6.0 19.7 回転ナデ 回転ナデ Ｅ －
明赤褐色

～にぶい赤褐色
明赤褐色

～にぶい赤褐色
人形徳利（布袋）

第24図12 A A区下層 陶器 蓋 九州 小鹿田か 18C後半 6.2 － － 2.7 施釉 施釉 精製土 － 黒褐色 黒褐色 土瓶蓋

第24図13 A A区下層 陶器 蓋 九州 小鹿田 18C後半～19C前半 6.2 － － 2.8 施釉 施釉 精製土 － 暗赤褐色 暗赤褐色 土瓶蓋

第24図14 A A区下層 陶器 蓋 九州 小鹿田 18C後半～19C前半 9.2 － － 2.8 施釉 施釉 精製土 － 黒褐色 黒褐色 土瓶蓋

第24図15 A A区下層 陶器 蓋 関西系 18C後半～19C (13.8) － － 3.7 施釉 施釉 Ｆ － 褐色 褐色
行平鍋蓋、飛びカンナ、イッ
チン掛け、内面3ヶ所目跡あ
り

第25図1 A A区下層 陶器 蓋 関西系 18C後半～19C前半 17.8 － － 5.1 一部施釉 一部施釉 Ｅ － 暗赤褐色 暗赤褐色 片口蓋

第25図2 A A区下層 陶器 行平 関西系 18C後半～19C前半 18.5 － － (9.6) 施釉 施釉 精製土 － 暗褐色
暗褐色

にぶい橙色
飛びガンナ
把手に寿字陽刻

第25図3 A A区下層
土師質土

器
焜炉 不明 19C (39.0) － (29.4) (26.4)

　丁寧なナデ・
ハケメ・カキメ

　丁寧なナデ・
ハケメ・カキメ

ＥＧ 良 橙色 橙色

第26図1 A A区最下層 磁器 大皿 唐津 1590～1600年代 － － － (2.1) 施釉 施釉 ＥＦ － 灰色 灰色 鉄絵　絵唐津

第26図2 A A区最下層 磁器 皿 肥前 17C (12.8) － (5.6) 3.2 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第26図3 A A区最下層 磁器 猪口 肥前 18C後半 4.4 － 3.8 5.8 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 色絵　金欄手

第26図4 A A区最下層 青磁 碗 中国 龍泉系 14C～15C － － (4.4) (1.5) 施釉 施釉 精製土 －
灰オリーブ色

～明オリーブ色
灰オリーブ色

～明オリーブ色

第26図5 A A区最下層
土師質
土器

小皿 － － － － － (7.7) (1.6)
ヨコナデ・

糸切り
ヨコナデ ＡＣＤＥ 良 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

第26図6 A A区最下層
土師質
土器

小皿 － － － － － － (1.4) 糸切り ヨコナデ ＡＣＤＥ 良 明黄褐色 橙色

第26図7 A A区最下層
土師質
土器

小皿 － － － (7.8) － － (1.1)
ヨコナデ・

糸切り
ヨコナデ ＡＣＤＥ 良 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

第27図1 A A区一括 磁器 碗 肥前 1810～1860年代 (11.1) － 4.4 6.0 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 端反碗

第27図2 A A区一括 磁器 碗 肥前 1820～1860年代 (10.4) － 4.0 5.9 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 端反碗

第27図3 A A区一括 磁器 碗 瀬戸美濃 19C前半～19C中頃 (8.8) － 3.4 4.6 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 口銹　端反碗

第27図4 A A区一括 磁器 碗 肥前系 (10.8) － 5.0 4.5 施釉 施釉 精製土 良 灰白色 灰白色 見込み一部と高台露胎

第27図5 A A区一括 磁器 碗 肥前系 8.1 － 3.4 5.6 施釉 施釉 精製土 良 灰白色 灰白色

第27図6 A A区一括 磁器 碗 肥前 1820～1860年代 6.7 － 3.2 5.1 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 丸碗

第27図7 A A区一括 磁器 碗 肥前 1820～1860年代 (6.6) － 2.8 4.9 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 丸碗

第27図8 A A区一括 磁器 皿 肥前 18C後半～19C前半 (10.8) － (6.4) 2.8 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 輪花

第27図9 A A区一括 磁器 皿 有田 19ｃ (11.6) － 7.4 2.0 施釉 施釉 精製土 － 灰白色 灰白色 高台露胎、砂目

第27図10 A A区一括 磁器 碗？ 肥前？ － － － 1.9 施釉 施釉 精製土 － 灰白色 灰白色

第27図11 A A区一括 磁器 大皿 肥前 19C前半～中頃 41.0 － 22.8 5.3 施釉 施釉 精製土 － 灰白色 灰白色 内底「太明成化年製」

第27図12 A A区一括 磁器 蓋 肥前？ 18世紀前半 9.4 － － 2.8 施釉 施釉 精製土 － 灰白色 灰白色
丸碗
蓋ツマミ径3.2㎝

第27図13 A A区一括 磁器 蓋 肥前？ 10.0 － － 3.4 施釉 施釉 精製土 良 灰白色 灰白色

第27図14 A A区一括 磁器 合子蓋 肥前 19C前半～中頃 4.6 － － 0.9 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色
「肥後　渡辺　半処入　烏犀
圓」

第27図15 A A区一括 磁器 瓶 肥前 18C後半～19C前半 － － 4.0 (3.3) 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第27図16 A A区一括 磁器 瓶 肥前 18C後半～19C － － (4.5) (11.9) 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 お神酒徳利

第27図17 A A区一括 白磁 水滴 肥前 18C後半～19C
長さ
12.7

幅
7.3

－ 4.9 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第28図1 A A区一括 陶器 皿 福岡 小石原系 18C後半～19C前半 － － (5.2) (4.4) 施釉 施釉 精製土 － 灰褐色 灰褐色 見込み蛇ノ目釉剥ぎ
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第28図2 A A区一括 陶器 擂鉢 唐津系 18C後半～19C前半 (28.8) － 10.4 11.0
回転ナデ・

糸切り
回転ナデ・

擂目
精製土 － 暗赤灰色 暗赤灰色

第28図3 A A区一括 陶器 甕 九州 小鹿田か 18C後半～19C前半 (37.2) － － (28.6) 施釉 口縁部のみ施釉 精製土 －
褐色

灰白色
黄褐色

黒褐色

第28図4 A A区一括 陶器 甕 九州 小鹿田か 18C後半～19C前半 － － 15.2 (27.5) 施釉 露胎 精製土 －
褐色

灰白色
黄褐色

黒褐色

第28図5 A A区一括 陶器 秉燭
福岡？
関西？

小石原系か 19C (4.6) (6.2) 3.2 3.6 施釉 露胎 精製土 － 暗褐色

第28図6 A A区一括 瓦質土器 火鉢 不明 18C～19C － － (19.4) (22.7) 回転印文
ハケ目・
指オサエ

精製土 － 灰黒色 灰黒色
茶道用
外面刻印あり

第28図7 A A区一括
土師質
土器

火鉢 不明 不明 (23.1) － － (9.7)
ヨコナデ・

ナデ

ヨコナデ・
ナデ・

指オサエ
ＣＥ 良 灰黄褐色 にぶい黄橙色

第29図1 A A区撹乱 磁器 碗 信楽系 18C後半～19C前半 (9.4) － 3.8 5.6 施釉 施釉 精製土 － 灰オリーブ色 灰オリーブ色

第29図2 A A区撹乱 磁器 蓋 肥前 10.4 － － 2.7 施釉 施釉 精製土 良 白色 白色
二次被熱
見込みに火炎文

第29図3 A A区撹乱 磁器 碗蓋 肥前 18C後半 (9.8) － － 2.6 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第29図4 A A区撹乱 磁器 蓋 肥前系 10.6 － － 3.0 施釉 施釉 精製土 良 白色 白色

第29図5 A A区撹乱 磁器 皿 肥前 12.2 － 7.8 3.8 施釉 施釉 精製土 良 灰白色 灰白色 高台露胎

第29図6 A A区撹乱 陶器 皿 福岡 小石原系 18C後半～19C (12.5) － 4.6 4.4 施釉 施釉 ＥＦ －
オリーブ色

オリーブ黒色
オリーブ色

オリーブ黒色
見込み蛇ノ目釉剥ぎ

第29図7 A A区撹乱 陶器 擂鉢 関西系 18C後半～19C前半 (10.0) － － (2.9) 回転ナデ
回転ナデ・

擂目
精製土 － 赤褐色 赤褐色

焼締
ままごと道具
堺産擂鉢を模倣

第29図8 A A区撹乱 陶器 擂鉢 関西系 18C後半～19C前半 － － (3.0) (0.5) 回転ナデ
回転ナデ・

擂目
精製土 － 赤褐色 赤褐色

焼締
ままごと道具
堺産擂鉢を模倣

第29図9 A A区撹乱
土師質
土器

蓋 関西系 18C (6.6) － - 1.4
ヨコナデ・
指オサエ

ヨコナデ・
ナデ

Ｂ 良 明赤褐色 明赤褐色 塩焼き壺蓋

第30図1 A A区一括 瓦 瓦当 - - - - (1.5) (7.8) - ナデ・巴文 ナデ ＣＥＦ 良 暗灰色 暗灰色

第30図2 A A区一括 瓦 丸瓦 - - - - (1.8) (7.6) - ナデ ヨコナデ ＡＥ 良 暗灰色 暗灰色

第30図3 A A区一括 瓦 丸瓦 - - - - (11.6) (9.6) 2.1
タテ方向のナデ・
ヨコナデ・ナデ

布目痕 Ａ 良 灰色 暗灰色

第30図4 A A区一括 瓦 丸瓦 - - - - (10.3) (8.9) 1.9 ナデ
布目痕・コビキ

痕・
つり紐痕

Ｆ 良 暗灰色 暗灰色

第30図5 A A区撹乱 瓦 丸瓦 - - - - (10.6) (6.7) 1.9 ナデ
布目痕・コビキ

痕
Ａ 良 褐灰色

にぶい
黄褐色

第31図1 A 2号土坑 瓦
瓦当付軒

丸瓦
- - - - (9.9) (9.3) 1.8

ナデ・面取り・
巴文

ナデ ＡＣＥ 良 灰色 暗灰色

第31図2 A A区上層 瓦 軒丸瓦 - - - - (3.5) (6.9) - ナデ・巴文 ナデ Ａ 良 暗灰色 暗灰色

第31図3 A A区上層 瓦 丸瓦 - - - - (11.5) (7.6) 1.9 ナデ 布目痕 ＡＣ 良 暗灰色 暗灰色

第31図4 A A区最下層 瓦 丸瓦 - - - - (14.3) (12.3) 2.0 ナデ・ヨコナデ ケズリ・布目痕 ＡＥ 良 暗灰色 暗灰色

第31図5 A A区最下層 瓦 丸瓦 - - - - (9.0) (7.4) 1.4 ナデ ナデ ＡＣ 良 暗灰色 暗灰色

第31図6 A A区一括 瓦 軒平瓦 - - - - (10.7) (13.2) 1.8
ナデ・花・唐草

文
ナデ・ヨコナデ ＡＥ 良 暗灰色 暗灰色

第31図7 A A区一括 瓦 - - - - (12.8) (16.7) 1.9
ナデ・巴文・
花・唐草文

ナデ ＡＦ 良 暗灰色 暗灰色

第31図8 A A区一括 瓦 - - - - (7.3) (15.1) 1.6
ナデ・ミガキ・
巴文・唐草文

ナデ Ｆ 良 暗灰色 暗灰色

第31図9 A A区一括 瓦 - - - - (6.9) (10.7) 1.8
ナデ・巴文・唐

草文
ナデ Ｆ 良 暗灰色 暗灰色

第31図10 A A区一括 瓦 - - - - (7.8) (13.0) 1.9
ナデ・巴文・唐

草文
ナデ Ａ 良 黒色 黒色

第31図11 A A区一括 瓦
瓦当付
軒丸瓦

瓦当付
軒丸瓦

瓦当付
軒丸瓦

瓦当付
軒丸瓦

瓦当付
軒丸瓦

- - - - (5.8) (9.1) 1.6 ナデ・巴文 ナデ ＣＦＧ 良 灰白色 暗灰色

第31図12 A A区一括 瓦 瓦当 - - - - (1.5) (7.6) - ナデ・巴文 ナデ ＡＥＦＧ 良 灰色 灰色

第31図13 A A区一括 瓦 瓦当 - - - - (1.5) (8.2) - ナデ・巴文 ナデ ＣＤＧ 良 灰色 暗灰色

第31図14 A A区一括 瓦 瓦当 - - - - (1.5) (8.3) - ナデ・巴文 ナデ ＡＣＤＥ 良
橙色・
暗灰色

橙色・
暗灰色

第32図1 A A区上層 石製品 硯 - - -
長さ
13.5

幅
5.2

厚
1.7

- - - - - 赤褐色 赤褐色 刻書あり「赤間関」

第32図2 A A区下層 石製品 硯 - - -
長さ

(10.3)
幅
6.1

厚
2.0

- - - - - 赤褐色 赤褐色 刻書あり「赤間関」

第32図3 A A区下層 石製品 硯 - - -
長さ

(10.7)
幅
6.7

厚
2.2

- - - - - 赤褐色 赤褐色

第35図1 B B区池 磁器 碗 肥前 - 19C後半 － － 3.8 (2.5) 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色 型紙摺り

第35図2 C C区一括 磁器 碗 肥前 - 18C後半 － － 4.6 (3.0) 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第35図3 C C区一括 磁器 鉢 肥前 - 18C後半～19C前半 － － 8.4 (4.0) 施釉 施釉 精製土 － 白色 白色

第35図4 C C区一括 陶器 碗 関西系か - 18C後半～19C (7.8) － 5.2 6.0 施釉 施釉 精製土 － にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

第35図5 C C区一括 陶器 蓋 関西系 - 18C後半～19C 7.0 － － 2.0 施釉 施釉 Ｅ － 灰白色 灰白色 土瓶蓋

第35図6 C C区一括
土師質
土器

鉢 不明 - 不明 － － － (3.7) 回転ナデ 回転ナデ ＥＦ － 灰白色 灰白色
火鉢
スタンプ文

法量の単位は㎝。（）書きは、残存と復元を表す。

胎土：Ａ角閃石　Ｂ石英　Ｃ長石　Ｄ赤色粒子　Ｅ白色粒子　Ｆ黒色粒子　Ｇ雲母　Ｈ砂粒　 Iその他



写真図版 1



写真図版 2



写真図版 3



写真図版 4



写真図版 5



写真図版 6



写真図版 7



写真図版 8



市町村 遺跡番号

44204-6 204112 33°18′31 130°56′1″

1次調査
312㎡

Ａ区250㎡
Ｂ区24㎡

Ｃ区38㎡

2次調査
162㎡

内、下層87㎡

記録保存
及び

一部保存
目的調査

種別

 

要　約

　遺跡は国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されている日田市豆田町に所在する。
調査では18世紀後半頃に建てられた建物、18世紀後半より前のカマドや土坑などが確認さ
れた。建物については、河原石を利用した玉石を礎石とする構造的な特徴を把握すること
ができた。さらにこれらの建物が幕末の絵図に描かれた豆田町の町年寄・中村平太夫の居
宅であることが判明した。建物規模の面からみると、間口が４間～７間と、当時の豆田町
での一般の住宅の間口３間ほどであったのに比べ、町年寄の家が格段に大きかったことが
確認された。
　このほか、下層の調査では、中世の遺物が出土しており、豆田町の成立以前の生活痕跡を
確認できたことも成果の一つである。

城下町遺跡 集落 近世
建物4、玉石列2
カマド1、土坑7
ピット多数

所収遺跡名 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

陶磁器
瓦
硯

江戸時代後期の豆田町の町年
寄・中村氏の居宅跡。

調査面積 調査原因

発 行 年 月 日

城下町
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大分県日田市
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豆田

1次調査
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～
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2次調査
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～
20130208
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